
中小製造業におけるＤＸの取り組み
ものづくり連携倶楽部ひろしま

　

第１９回講演会・企業交流会

今回の連携倶楽部は 「中小企業×ＤＸ」 をテーマに開催いたします。

　

社内にシステム部隊を配置し、 いち早くＡ１や１ｏＴ、 ＶＲ等のシステム開発を行い、 「よい設計、 よい流れ」
を実現。 ユニークな生産体制、 技術開発、 人材育成等に努められている、 武州工業株式会社様の取り組みの
ほか、ＤＸを活用した広島県内中小企業２社の事例についてもご紹介します。
講演会後には、 ビジネスマッチングに繋がるきっかけづくり、 情報交換の場となる企業交流会も開催いた

しますので、 皆様、 是非とも奮ってご参加下さい。

日

　

時：３月 １ １ 日（月）１６：００～１９：３０
０講 演 会（１６：００～１７：３０）
○事例発表（１７：３５～１８：２５）
０交 流 会（１８：３０～１９：３０）※飲食あり（アルコール含む）

■場

　

所：一般社団法人広島県労働会館 「みやび」
（広島県福山市南蔵王町４－５－１８）
講演会：２Ｆ「竹」

　

懇親会：２Ｆ「松」
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福山堀公園

　　　

・］Ｒ山陽本線

　　

東福山駅 タクシーで約５分　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　

■対

　

象：広島県内の中小企業、中小企業組合等

　

■定

　

員：５０名

　

■参加費：○会員１，０００円ね名

　

○一般３，０００円／

塵 塑者

　

－－－－－－

１・事例発表企業

【無料送迎パスについて】

　　　　　　　　　　　　　　

※福山駅南口バス停車場 （「さんすて一前） に１５時１５分までにご隼合下さい。

○一般３，０００円／１名

　　　　　

時間厳守でお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　

※復路は懇親会終了後 （１９時４０分頃）の出発を予定しております。講演会のみ

　　　　　　　　　　　　　　　

の方、 懇親会途中で退場される方は利用いただけませんので、 ご了承下さい。

武州工業株式会社（東京都青梅市） 相談役

　

林

　

英夫

　

氏
プーマ：製造業におけるＤＸの取り組み

　　　　

～武州工業オリジナル 「よい設計、 よい流れ」 ～

　

自動車用の熱交換器パイプと板金部品の製造で発展し、 現在はパイプ加工という
：コア技術で、 医療機器、 航空宇宙など広く事業を展開。「一個流し生産」 「自社開

，発ＩＴ戦略」 を両輪に、 徹底したムダの削減でＬｃｃ価格を実現し、 世界の企業と勝負
１ を続けている。
１

　

受注や在庫、 品質などを幅広く管理し不良分析も行える 「Ｂ１ＭＭＳ」 や、 進捗分１瞥嘉賞与る馨『妻妾繋ぎ墓基礎薦蚤審議汚辱究ももど裏櫨談亀

　

また、 「ｃｏ２排出量が多い製造業だからこそ真剣に考える必要がある」 と工場内皇驚き義強鷹鍾愛吾妻燕麦聾塾覇業盛夏鰯．－－
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ＤＸ推進

　

最優秀賞（経産省商務情報政策局長賞）（２０２３．１１）
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①友鉄工業株式会社（代表取締役社長 友窟 和照氏）

　

自動車部品のプレス金型や、 マンホール蓋などの鋳造
品を手がけるメーカー。 特に 「ひろしマンホール」 では、
広島県内の 「産・官・学」 とコラボレーションしており、
広島の街を足元から盛り上げることに一役買っている。

　

ネットワーク環境の整備、 工場の見える化を第一歩に

試行錯誤を重ね、ＲＰＡによる事務作業の自動化がＤＸを推
進し、 省力化やコスト削減を実感。 以降、 検査業務もＲＰＡ
化するほか、 製造工程でもデジタル化や－ｏＴ化を推進する
な ど、 中小鋳造メーカーのＤＸの取り組みについて紹介。

②中国陸運株式会社（代表取締役社長 西尾 義輝氏）

　

食品物流のエキスパートとして、 中四国を中心に１０セ

ンターの拠点を展開。 また、 配送効率化のツールとして
自動車配車システムや運行管理システムを導入し、 効率
的な配車組みを行うことで、 配車時間の短縮並びに配送
効率の最適化を図り、 西日本Ｎｏ．１の食品共同配送網と自
社車両配送網を確立している。

　

また今回はＤｘの事例だけでなく、 物流業、 製造業の喫
緊の課題である、 「２０２４年問題」 の概要、 製造業や物流
業が取り組むべき課題についても紹介。
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